




東北地方整備局 三陸国道事務所
三陸沿岸道路 普代久慈工区 安全衛生連絡協議会

【平成２９年７月 現在】

左岸(P2）

②【国道４５号 白井地区道路工事】 鹿島建設(株)

⑨【田子沢地区道路改良工事】 昭栄建設(株)

⑩【芦ヶ沢南地区道路改良工事】(株)ノバック

⑧【北ノ越南地区道路改良工事】(株)ノバック④【宇部北地区道路改良工事】(株)ノバック

全 体 図

久慈市

工事箇所

凡 例

三陸沿岸道路 「野田久慈道路（普代～久慈）」 L=２５km  W=１３．５m

久 慈 市

⑤【芦ヶ沢北地区道路改良工事】 (株)福田組

⑪【田子沢北地区道路改良工事】南建設(株)

③【芦ヶ沢地区道路改良工事】 宮城建設(株)

普代村・野田村

擁壁工・函渠工施工中です。
（久慈市・宇部町）

上長内誇線橋の橋台工を施工中です。
三陸鉄道の上を通過する橋の台座です。
（久慈市・長内町）

６月より本線掘削および土砂運搬を
開始しました。
（久慈市・小久慈町）

本線の函渠内・外周の側溝布設の施工
を開始しました。
(野田村～久慈市)

北ノ越川BOXｶﾙﾊﾞｰﾄの仮設土留杭H鋼施工中
で、引続き掘削、ｱﾝｶｰ工の施工に入ります。

（久慈市・宇部町）
本線の盛土工事と函渠工を施工中です。
（久慈市・宇部町）

【田子沢】市道を切り替えるための、
側溝工事などを始めています。
（久慈市・宇部町）

小屋畑川の場所打函渠工、底版型枠組立
を行っています。延長はL=78.5ｍです。

（久慈市・長内町）
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【平成２９年７月 現在】

左岸(P2）

②【国道４５号 白井地区道路工事】 鹿島建設(株)

① 【国道４５号 下安家道路工事】 戸田・大豊特定建設工事共同企業体

②【国道４５号 白井地区道路工事】 鹿島建設(株)
②【国道４５号 白井地区道路工事】

鹿島建設(株)

⑦【米田地区道路改良工事】北星鉱業(株)

⑫【玉川地区構造物工事】 高倉建設(株)

普代村・野田村

工事箇所

凡 例

掘削中

三陸沿岸道路 「野田久慈道路（普代～久慈）」 L=２５km  W=１３．５m

野 田 村

普 代 村

全 体 図掘削中

掘削中

P1 P2

久慈市

施工ヤード造成及び伐採
作業順次施工中、7月よ
り仮桟橋施工予定。
（安家地区・野田村）

⑥【下米田地区道路改良工事】 りんかい日産建設(株)

切土搬出工事用の道路を
造成中です。

５月中旬より発生土を洋
野町へ運搬しています。
（米田地区・野田村）

本線の切土、発生土運搬の施工を行っ
ています。
（米田地区・野田村）

トンネル掘削（発破）を
施工中です。覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ施
工開始しました。
掘削延長 L=850ｍ/2058ｍ
覆工延長 L=294ｍ/2058ｍ
（力持地区・普代村）

インターチェンジ部でトン
ネルから発生した岩塊の破
砕選別をしています。
（白井地区・普代村）

橋台と橋脚の工事は終了し
ました。
（力持地区・普代村）

橋台と橋脚と地盤改良工事
は完了しました。
（野田地区・野田村）

右岸(P1)、左岸(P2)ともに新安家大橋の土台となるケーソン（箱
型のコンクリート構造物）を掘削完了しました。現在橋脚の構築
施工を行っています。
（下安家地区・野田村）

安家トンネル掘削再開しました。
現在730m(全長997m)地点掘削中で
す。覆工コンクリート240m完了し
ました。安家浜山間の切土完了で
す。函渠の掘削を開始しました。
（安家浜山地区・野田村）

6/30、浜山トンネル貫通しました。
仕上げのコンクリートを1030m
（全長1582m)打設しました。
（浜山地区・野田村）

A1橋台、函渠の施工を行っ
ています。
（上泉沢地区・野田村）



H２９年７月１０日

祝!! 浜山トンネル（仮称）が貫通しました！

貫通発破する終点側坑口（宮古側）から約２００m離れたトンネル坑内では、覆工コンク
リートに映し出されたモニターをみて貫通の瞬間を見守ります。

発破（はっぱ）サイレンの後、発破10秒前のカウントダウンが始まり、５秒前、４、３、
２、１、点火！の合図ののち轟音と共に強い風が起こり、モニターに映し出された画面には光
が差し込んでいます！浜山トンネルは無事貫通いたしました。

轟音と共にモニターには光が差し
込んできました！

無事貫通し心地よい風が吹き込ん
できます。

トンネル坑内には、トンネル工事紹介の
パネルや、実際に使用する掘削機械の模型
などが展示され、それらを見ながら貫通発
破の時間を待ちます。

安家川河口から
久慈方面を望む

浜山トンネル、安家トンネルの縦断図

平成２９年６月３０日に浜山トンネル
（全長 1,582ｍ、施工者；戸田・大豊特定
建設工事共同企業体）が平成２７年４月に
終点側坑口（八戸側）から掘削を開始して
２年２ヶ月を経て無事貫通いたしました。

当日は三陸国道事務所や工事関係者とと
もに、野田村役場、地域住民の方々、久慈
工業高校建設環境課の生徒さんなど、計１
１０名が貫通の瞬間に立ち会いました。

トンネルの貫通の瞬間に立ち会うことは、
工事関係者の方々でも希で貴重な体験とな
りました。

貫通はしましたが、覆坑コンクリートの
施工など工事はまだまだ続きます。また、
安家トンネルも終点側坑口（八戸側）から
729m（全長 998m）まで掘削中であり、
今年の10月上旬頃に貫通予定です。

そして、ついに発破！

教えて、
安全太郎さん!!

外から貫通の瞬間をみると～ ､､､

貫通！！

発破まで、、

三陸国道事務所では、復興事業の促進を図るため国内初の「事業促進PPP(*)」を導入しています。
事業促進PPPとは、官民がパートナーを組み双方の技術・経験を活かしながら効率的なマネジメン
トを行うことにより事業の促進を図るものです。

「野田久慈道路だより」は、三陸沿岸道路の普代村から久慈市間を担当する事業促進PPPが、事

業者と地域の皆様とのコミュニケーションツールとしてお届けします。

発行；国土交通省 三陸国道事務所 三陸沿岸道路事業促進チーム 普代久慈工区
〒028-0051 久慈市川崎町16-35 国土交通省久慈維持出張所内
TEL 0194-75-3786

＊PPP ;  Public Private Partnership
官民連携・公民協働の意

貫通石の由来
その昔「苦しい戦いを強いられていた神功皇后（じんぐうこうごう）は敵の背後まで掘った洞窟か

らの攻撃で大勝利を得、記念に貫通部の石を持って帰った所元気な赤ちゃんを無事に生むことができ
た」という言い伝えにちなんで、安産のお守りと言われています。

最近ではトンネルが石（意志）を貫くことから、「難関突破」「初志貫徹」という意味として受験
のお守りとしても重宝されています。

あの～、さっき見てたら記念写真を撮影する前
に見学者のみんなで石を拾ってましたけど、、、

まさか～、掃除をさせてた訳じゃないですよね
（- -”）

いえいえ、決してそのような事はありません。

皆さんが拾っていたのは、貫通石（かんつうせ
き）と呼ぶ岩片なんです。

貫通石はトンネルを掘削して貫通するときに最後
に掘られた貴重な岩片なんですよ！ 安全太郎三沿道子さん

のだくじどうろTOPICS

ん～、なるほど

貫通石は
記念ケースに
入れて持ち帰
りました。

モニターでその瞬間を見守ります。

見学者全員で記念撮影

いえいえ、決してそのような事はありません。
見学者のみなさんが拾っていたのは、貫通石（かん

つうせき）です。
貫通石はトンネルを掘削して貫通するときに最後に

掘られた貴重な岩片なんですよ！

掘削機械の模型


